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（花崗土盛土 0.34～0.58）

（最大盛土厚 0.58）

（花崗土盛土 0.47～0.62）

（最大盛土厚 0.62）

切土盛土

・天土の処理については、剥ぎ取りにて行う。
・盛土及び埋戻し土は、良質花崗土を使用する。
・盛土及び埋戻し土は、おおむね30㎝以下の層に分けて盛り、各層毎に建設機械等で十分転圧を行う。
・新設開発道路と新設区画の境界付近1.5m以内はLevelとする。
　（尚、段差を生じる場合は30度以内の法面を設ける。）


